
 

 

 

 

  

 

  標準アルミニウムＡ５０５２Ｐの各種シュミット因子計算 

 

 

測定データ 
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概要 

 標準アルミニウムデータを用い、 

 バックグランド除去＋計算ｄｅｆｏｃｕｓ（最小化Ｒｐ％） 

 バックグランド除去なし 

 をＬａｂｏＴｅｘのＶＦ計算からシュミット因子計算比較を行ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏぇＦｉｇｕｒｅ２を用いて 

バックグランド除去＋計算ｄｅｆｏｃｕｓ（最小化Ｒｐ％） 

 

データ処理結果 

 

 

 

 最小化Ｒｐ％で５．１％―＞３．９％に改善 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ入力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バックグランド除去なし＋規格化 

 

Rp％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＶＦ計算（BG処理＋計算ｄｅｆｏｃｕｓ+最小化Ｒｐ％） 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘＶＦ計算（バックグランド除去なし、ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし） 

 

 

 



VＦ％比較 

 

 

バックグランド削除なしでは、Ｏｔｈｅｒ（ｒａｎｄｏｍ）が増える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



BG処理＋計算ｄｅｆｏｃｕｓ+最小化Ｒｐ％から計算されたシュミット因子 

 

BG処理なし＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

 

Ｓｃｈｍｉｔｆｕｎｃｔｉｏｎ ０．３８２７－＞０．３４５６と値が少なくなる。 



ｒａｎｄｏｍを除いて比較 

 

 

 

一致する。 

 



まとめ 

 極点処理では、バックグランド処理は重要で、補正を行わないとｒａｎｄｏｍが増える。 

    更にＶＦ％にも影響し、シュミット因子計算にも影響する。 

 又、ｄｅｆｏｃｕｓはＶＦ％に影響し、ＶＦ％から計算されるシュミット因子も影響される。 

 正確な、バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、処理が正常に行われているかを 

    Ｒｐ％で確認する。 

 正極点処理直後のＲｐ％ 

  

   ＬａｂｏＴｅｘODF処理後 

  

 VF%後 

  

  

 

 



最適値を求める 

極力ｒａｄｎｏｍ値を少なくするために方位の見直し 

 

 ｃｏｐｐｅｒ方位にずれが発生している。 

Ｃｏｐｐｅｒ方位の変更しＶＦ％を求める 

 

 

 

 

 

 



変更した Copperから計算した VF%から計算したＥｒｒｏｒ－Ｒｐ％ 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ １２％―＞８％でＲｐ％が １２．７％―＞１１．４％の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒｐ％＝１．４％のＳｃｈｍｉｄＦｏｃｔｅｒ 

 

 

ｒａｎｄｏｍレベルを極力少なくするＶＦ％の計算が必要になります。 

 


